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§1. はじめに 

自然災害碑は，過去に発生した大規模地震や水

害などの自然災害の状況や教訓が巨石の表面に刻

まれている．近年，その碑に記録されていた自然災

害と類似した災害（東北地方太平洋沖地震や平成三

十年 7 月豪雨）が発生したことから，過去の自然災害

を学び将来への警鐘を鳴らすシンボルとしてその価

値が再評価されている．国土地理院は地図上で自然

災害（伝承）碑の位置情報を提供するサービス

（ https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi.html ）

を開始し，他機関でも同様の地図情報の提供が始ま

っている［国立民族学博物館（2017），鈴木・他

（2020）］．また，デジタル化の技術を自然災害碑に対

して活用する試みも進められている．例えば，デジタ

ルカメラの画像を用いて，石碑の碑面を数値表層モ

デル化（DSM）したり［谷川・他（2021）］，拓本を代替

する「ひかり拓本」［上椙・他（2019）］という技術を用い

たりして，石の色や日影の影響で読みにくい碑文を

災害発生年 災害 土佐清水市三崎・下川口地区の自然災害碑
1707年 宝永地震 ①下川口春日神社地震碑
1854年 安政南海地震 ②三崎十字橋碑 ③三崎浦震災供養石仏
1920年 大正九年八月の台風 ④三崎川堤防復旧記念碑 ⑤下川口郷災害記念碑
1935年 昭和十年八月の台風
1946年 昭和南海地震 ⑥三崎平ノ段震災記念碑
1964年 昭和三十九年九月の台風
1970年 昭和四十五年八月の台風

2001年 平成十三年九月の豪雨 ⑦下川口災害一周年記念碑 ⑧下川口災害七周年記念碑
⑨下川口⾼知県⻄南部豪雨伝承碑

表１．土佐清水市で過去に発生した自然災害と関連する自然災害碑
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判読しやすくする試みが行われている．また，風化に

より損傷が進行している石碑全体を風化と無縁の３D

デジタルモデル化をすることで未来永劫保存しようと

いう取り組みも行われている［谷川・他（2017）］．  

一方，ウェブ上で公開されている自然災害碑の地

図情報や３D デジタルモデルが，防災教育や自然科

学教育の現場で実際に有効活用されているのかは

疑問である．そこで，学校教育現場や地域の住民に

対してデジタル技術を通じて自然災害碑の理解を深

めてもらうことを目的として，科研費助成事業研究成

果公開促進費「ひらめきときめきサイエンス」を活用し

たプログラムを企画した．本プログラムは，自然災害

碑が近くにあり，その災害碑を教材として活用できる

地域で実施した．また，同地域で生活する小学校高

学年から高校生を対象とした． 

§2. プログラム概要 

本プログラムは，高知県土佐清水市で実施した

（会場：竜串ビジターセンター「うみのわ」，日時：2021

年 11 月 15 日）．土佐清水市は南海トラフ地震の津浪

災害と豪雨水害が幾度となく発生し，災害を引き起こ

している（表１）．そのため，自然災害と関係する石碑

が多く建立している．特に，1998 年高知県西南部豪

雨災害と南海トラフ地震による津波浸水被害が著し

かった下川口地区と三崎地区には多くの災害碑が建

立している（図１）．江戸時代から平成時代までの

様々な時代の自然災害碑を観察できる点もこの地域

の災害碑の特徴である． 

本プログラムでは 

１．土佐清水市で発生した自然災害とそのしくみを理

解しよう． 

２．自然災害碑の役割と問題点を理解しよう． 

３．3Ｄデジタル技術を使った（災害・石碑）記録方法

の可能性を考えよう． 

という 3 つの目標を掲げ，目的達成のために以下の

実習を計画した． 

実習１：石碑を観察して自然災害碑をもっと知ろう：実

際に自然災害碑を観察して，どこにどのような内容が

書かれているか明らかにする．様々な自然災害碑を

比較して特徴や違いを考える． 

実習２：自然災害碑のミニチュアを作って記録（コピ

ー）を残そう：SfM 多視点ステレオ写真測量技術［早

川・他（2016）］を用いて自然災害碑の３D デジタルモ

デルを作成し，３D プリンタでミニチュアを作成する． 

実習３：自然災害碑に隠れている文字をデジタル技

術で見つけよう： SfM 技術を活用して，現場や写真

で判読しづらい文字を判読可能にする． 

最後に本プログラムの総括として，グループディス

カッションにより『目指せ「石碑ハカセ」！最終試験』と

題した以下の課題を実施した． 

『（想像してみましょう）今から X 年後に，南海トラフ地

震が発生して，みなさんの住む街が大きな被害を受

けました．大きな津波が押しよせて，港・橋・小学校が

大きな被害を受けました．みなさんは，地震の揺れと

同時に，急いで近くの避難場所に逃げたため，助か

りました．その後，みなさんは，この大地震の経験に

ついて，「石碑」を活用して，後世のひとたちに伝える

役割を任命されました．さて，みなさんはどんな石碑

を建てますか？』 

野外見学，実習および，最後の課題は班ごとに分

かれて実施した（全 3 班，各班 5～6 名）． 

§3. 実施内容 

本プログラムは，はじめに自然災害碑の機能的役

割と土佐清水市で発生する自然災害の事例を紹介図１．見学した自然災害碑の位置（①～⑨） 
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する講義を行った後，自然災害碑を見学した（実習

１）．実際の石碑を前に，あらかじめ用意した教材に

書かれた問題を解きながら，石碑と関係する自然災

害の推定，災害の発生年，碑文の文字の判読を実施

した（図２）．下川口地区の水害碑は洪水時の最大水

位の位置が石碑に表示されていることから，その計測

を行い，浸水高を実感した．また 3D デジタルモデル

作成用の画像をデジタルカメラで取得した（実習２）

（図３A）．写真の撮影方法と３D モデルの作成方法に

ついては谷川・他（2021）に従った．3D モデル作成に

は時間の制約があるため，本プログラムではあらかじ

め用意したデモ用の写真素材を用いて 3D モデルの

作成方法を学習し，３Ｄプリンタでミニチュアを作成し

た（図３B）． 

実習 3 は下川口高知県西南部豪雨伝承碑を対象

に実施した．この石碑は高知県西南部豪雨災害

（2001 年 9 月 6 日～7 日）［国土交通省河川局

（2002）］で氾濫を起こした宗呂川に架かる旧下川口

橋の親柱に設置されている．花崗岩製の石板に碑文

が書かれているが，岩石の色と陰により見えづらくな

っていることを確認した（図４A）．DSM のモデル作成

は数枚の写真でできることから，いずれの班も短時間

で DSM を作成し，碑文の文字を明瞭化できることを

確認した（図４B）． 

『目指せ「石碑ハカセ」！最終試験』の実習は、導

入部の進行は講師が行ったものの，その後講師の進

行役無しで生徒が率先してアイデアを出し合い議論

を進めていた．３班から考案された未来の石碑は，目

立つこと（大きい，カラフルなど），人の目に付く場所

に設置すること（学校のそばなど）が共通した特徴とし

て認められた（図５）．石碑に着色するという想像を絶

する非常にユニークなアイデアが紹介されて，自然

災害碑に強い固定観念を持っていたことに気づかさ

れたと同時に，目的に即した災害を伝えるシンボル・

図３．（A）３D モデル用の写真撮影（B）３D プリン

タで作成した模型（下川口春日神社地震碑） 
図４．高知県西南部豪雨伝承碑（図１⑨）．（A）

写真（B）写真から構築した DSM モデル 

図２．三崎十字橋碑（図１②）を前に碑文を観察

し課題に取り組む生徒たち 
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ランドマーク作りの重要性を感じた． 

§4. おわりに 

本プログラムでは，自然災害碑に３D デジタル技術

という付加価値を加えることにより，文字の判読性向

上や過去の災害に対する将来への伝承を意識した

自然災害碑を学習することができた．自然災害碑が

身近に存在しない地域に対しては，地図情報，3D モ

デル，およびデジタル仮想空間（VR）を活用した自然

災害碑の紹介が期待できる．そのため，自然災害碑

と接点がない地域でも本プログラムに類する学習や

企画の実施が期待できる．また，自然災害碑をはじ

めとした歴史文化遺産を保存する方法として，SfM 技

術ベースの DSM 構築以外にも，3D スキャナーやひ

かり拓本の技術もある．様々な方法を比較することで

記録・保存方法の問題の検討や，災害碑の新たな一

面の発見も期待できることから，次回以降のプログラ

ムでは紹介していきたい． 

今回，石碑見学の途中で，偶然高知県西南部豪

雨災害を経験した方に話を伺うことができた．生の声

を聴くことは，おそらく石碑の見学よりも何倍も印象を

持って災害の恐ろしさを伝えることができる．自然災

害を伝承していく取り組みは，本プログラムで実施し

た方法以外にも様々な方法があるが［鈴木（2021）］，

被災者の肉声は過去の自然災害を伝える重要なコン

テンツであり，その記録を保存し，防災教育プログラ

ムへ活用することは今後の課題である． 
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図５．生徒たちが考案した未来の自然災害碑 
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